
研 究NO.1510

歴 史 的 市 街 地 に お け る 新 旧住 民 に よ る交 流 の 可 能 性

一福岡県八女市福島地区を中心事例として一
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近年,歴 史的市街地では,空 き家を活用 し,移 住者を迎え入れ,地 域の活性化を図る取 り組みが盛んに行われている。

こうした取 り組みの中で地域へ入る移住者には,そ れぞれが望む暮 らしの実現を図る一方,地 元住民と様々な交流を育み

ながら地域社会を支える担い手となっていくことが期待 される。 しかし,歴 史的市街地で,移 住者が地域に根づくことは

容易でない。

本研究では,主 として,重 要伝統的建造物群保存地区を有する福岡県八女市福島地区での事例研究から,移 住者と地元

住民による交流の可能性について検討する。

キ ー ワー ド:1)歴 史 的市 街 地,2)空 き家,3)移 住 者 の受 け入 れ,4)地 縁 社 会,

6)近 所 づ き あ い,7)実 体 験,8)八 女 福 島

5)交 流,
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There are many historical towns in Japan where the community accepts migrants in vacant houses. The purpose of this paper is to 

consider how migrants in historical towns become familiar with the local community. The residents in such historical towns are 

conservative in general, so it is difficult for the migrants to get into the local community. In this case study on Yame-Fukushima, the 

two methods are available: 1) the migrants' attitude to accept diversity between the local people and themselves, and to get involved 

with them. 2) the community's attitude to accommodate migrants willingly in the district.

1.は じめに

1.1　 研究の背景 と目的

　近年,歴 史的市街地では,空 き家 を活用 し,移 住者を

迎え入れ,地 域の活性化を図る取 り組みが盛んに行われ

ている。こ うした取 り組みの中で地域へ入る移住者には,

それぞれが望む暮 らしの実現 を図る一方,地 元住民 と

様々な交流を育みながら地域社会を支える担い手となっ

てい くことが期待 され る。 しか し,既 に住民間で緊密な

関係が築かれ,様 々な 「昔ながら」が残る歴史的市街地,

時には,自 らの経験や価値観 とのギャップも感 じる歴史

的市街地で,移 住者が地域に根づ くことは容易でない。

　歴史的市街地にお ける空き家活 用に関する研究の蓄

積は豊富である。中でも,空 き家化の実態 を明らかにす

る研究注1)や,空 き家活用の仕組みを扱 う研究注2)が多い。

しか し,転 居後の生活における移住者 と地域社会の関係

に注 目す るものは少ない。

　歴史的市街地 における移住者 と地元住民 による交涜

は どうすれば進むのか。両者の交流を阻害する要因は何

か。 これ らを念頭に置きっっ,本 研究では,主 として,

重要伝統的建造物群保存地区(以 下,重 伝建地区)を 有

する福岡県八女市福 島地区(以 下,八 女福島地区)で の

事例研究から,移 住者 と地元住民による交流の可能性に

ついて検討することを目的とする。

　八女福島地区は,空 き家活用の先進地として知 られ る

ところであ り,筆 者1・4は,実 際に支援を受けて移住

した立場である。本研究の特色は,移 住者 としての生活

体験をふまえ,特 に筆者1に ついては,そ の具体的な内

容も描 き出しつつ,前 述の研究課題にアプローチする点

にある。なお,筆 者1・4は,2007年 ～2008年,他 メン

バーの協力 も得て,同 地区における空き家活用の発生 と

活用の仕組みに関す る研究を実施 した注3)。しかし,移 住

者 と地域社会の関係 に踏み込む研究は行っていない。
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1.2研 究の方法

本研究は,大 きく2つ のパー トか ら成 る。

一っは,主 たる部分 となる八女福島地区についての事

例研究である。これに関しては,ま ず前提として,関 係

団体への ヒア リング調査 と資料調査か ら,2015年 度末現

在の空き家活用の取 り組み を,実 績を含めてまとめる。

その上で,移 住者 と地元住民による交流についての研究

を行 う。ここでの調査の詳細は,第5章 で説明する。

も う一つは,移 住者の受 け入れを進める他地域の取 り

組みについての研究である。 ここでは,中 山間地域の事

例であるが,和 歌山県海草郡紀美野町による取 り組み を

中心に述べ る。理 由は,紀 美野町では,「ちょっとしたボ

タンの掛け違 えから,後 々,取 り返 しのっかない問題に

発展す ることもある」 とい う認識か ら,移 住者 と地元住

民の関係形成 という点できめ細やかな活動が行われてい

ることに加え,移 住者に理解 を促すだけでなく,移 住者

と地元住民の問で異なる価値観を調整す るとい う立場で,

取 り組みが進 められているか らである。

2.他 地 域 の 取 組 み

2.1全 体 を通 じて

調 査(キ ー パ ー ソ ン へ の ヒ ア リ ン グ 調 査,実 地 見 学,

資 料 収 集 等)を 実 施 した 地 域 を 表2-1に 示 す 。

地 域 の 特 徴 は 異 な るが,移 住 者 と地 元 住 民 の 関 係 形 成

は,ど の地 域 で も重 要 課 題 と して 認 識 され て い た 注4)。対

策 の と り方 は 地 域 ご と に 異 な る が,支 援 す る側 も地 域 へ

の 配 慮 を大 切 に しつ つ,移 住 希 望 者 に対 し,地 域 の 文 化 ・

慣 習 へ の 理 解 や 地 元 住 民 との 関 わ りを大 切 にす る よ う促

す,と い う方針 は,全 て の 地 域 に 共 通 す る 。これ に 関 し,

後 述 す る紀 美 野 町 もそ うで あ る が,今 井 町 で は,地 域 の

慣 習 や 独 自の ル ー ル 等 を記 し た 「今 井 町 ・町 家 暮 ら しの

す す め 注5)」とい うパ ン フ レ ッ トを 発 行 し,移 住 希 望 者 の

地 域 に 対 す る理 解 促 進 を サ ポ ー トして い る。

2.2紀 美 野 町 の 取 り組 み

海 草 郡 紀 美 野 町 は,和 歌 山市 か ら 自動 車 で1時 間 ほ ど

の 距 離 に あ る 中 山 間 地 域 に位 置 し,旧 野 上 町 と 旧美 里 町

が 合 併(2006年)し て 誕 生 した 人 口約9,500人 の 自治 体

で あ る 。移 住 ・定 住 支 援 に積 極 的 で あ り,2006年 か ら和

歌 山 県 が 進 め る 「わ か や ま 田 舎 暮 ら し支 援 事 業 注6)」の 「移

住 推 進 市 町 村 」 に も当 初 か ら指 定 され て い る。

紀 美 野 町 の 移 住 ・定 住 支 援 の 取 り組 み で 特 徴 的 な こ と

は,前 述 の通 り,移 住 者 と地 元 住 民 の 問 に 様 々 な 違 い が

あ る こ と を受 け入 れ た 上 で,「NPO法 人 き み の 定 住 を支 援

す る会(表2-2注7))」 と 「ワ ン ス トップ パ ー ソ ン」 が 中

心 とな り,両 者 を つ な ぐ対 応 が き め 細 や か に な され て い

る と こ ろ に あ る注8)(図2-1,2-2)。

中 で も,こ こで は,次 の3点 に注 目す る注9)。① 家 で な

く,地 域を気に入って欲 しい とい う立場で支援活動を行

っている。ゆえに,紀 美野町への移住意思が固まるまで,

空き家等の紹介はな されない。②都市部とは生活習慣 ・

環境等の点で多 くの違いがあることを,移 住希望者に知

ってもらうための活動を行 っている。図2-1は,相 談対

応の際,移 住希望者 に配布 されるパンフレット(A4二 折

仕上げ/カ ラー)の 構成である。 これには,田 舎暮 らし

を経験 したことのない移住希望者が,紀 美野町での生活

をイメージする上で有用な情報が細かく綴 られている。

③地域の状況を客観的立場か ら説明できる大学教員の協

力を得て,大 字単位で開催する 「地域説明会」を,一 年

に数箇所ずつ行っている。 この会合は,地 域の問題や移

住 ・定住支援 の活動にっいて地元住民からの理解を得 る

ために行われているものであり,そ の中で,移 住者 との

表2-1他 地域調 査の概要

肪間先
豪直県 広島眼

権原市今井町 府中市上下町 呉市豊町

地埴の
特徹等

寺内町 宿場町
(小商いメッセ)

1

港町
(小商いメッセ)

実施年月 ZOI5年9月 2016年3月

調査協力
ONPO法 人今井
まちなみ再生
ネットワーク

ONPO法 人アルバトロスO
広島県・地域力創遮課

O(同)よ ～そろO
広島県・地城戚力創造課

肪間先
和歌山県 昇庫県

海草環紀美野町 たつの市龍野町

地域の
特徴等 中山間地城 城下町

実施年月 2016年9月

調査協力

O町 ・まちづくり諜
ONPO法 人きみの
定住を支援する会

ONPO法 人龍野町療再生
活用プロジェクトO
NPO法 人ひとまちあ一と

o(株)緑 葉社

1.ま ずは相談
1

移住を考える際には,ま ず家族で十分話し合いをすることが大切です。[中略]

憧れだけでは難 しい面が多々あります。[中略1田 舎に住んでどんな暮らしをし

たいのか,仕 事面や生活面を含めた目的をしっかリイメージしておきましょう。

2.町 のことをよく知ろう

[前略〕生活に必要な医搬,教 育,行 政施設などの情報を集めたり,何 度も訪れ

て年間を通して気候を体感したりすることが大切です。当会では,希 望者の方を

対象に地域の案内を行っています。既に定住されている方 を々訪ねて体験話を聞

いたり,地元の方から地域の現状を教えてもらったりすることができます,ま た,

町内で行われる様々なイベン トにも積極的に参加してみましょう。

3.仮 の仮 り暮らし

町のことや田舎薯らしのことをもっとよく知るために,生 活体験施設を用意して

います。生活の便や近所づきあいなど,田 舎の日々の暮らしを体験 して移住後の

イメージを膨らませましょう。【中略]最 長1年 間住むことができる短期滞在施

設を用意しています。またこの施設は,移 住にともない家を新築 ・改修する場合

の仮住まいとしても利用できます。

4.い よいよ家探 し

「家」ではなく,「地域」を気に入って住んでほしいので,紀 美野町への移住意志

が固まった方にのみ空き家の紹介をしています。田舎にどうしても貸さないとい

けない家はありません。先祖代々の家を使わせていただくという謙虚な気持ちで,

持ち主にお願い しましょう。知っておきたい田舎暮らしの特徴は,①借リ主が家
の修繕を行う 「現状貸し」が主流であること,②地域の一員として生活するため

の役割があること,③区資という自治貿の負担があること,な どがあげられます。

一

5.ご 近所づきあいを しよう

引越し前に,乙 近所に挨拶まわりをしましょう。祭りや地域の清掃,消 防団,冠

婚葬祭のお手伝いなどにも参加できるようにして下ざい。また,都 会と田舎の価

値観の違いがトラブルを生むことがあります。自分の常識を社会の常識と思わず、

柔軟な対応を心がけ,大 きな トラブルになる前に闇に立ってもらえる人に相談す

るようにしましょう。定住の会では,な んでも相談できる 「世話人」の役を地域

の方にお願いしています。

図2-1紀 美野 町 での移住 までの 流れ(支 援 を受け る場 合)



付き合い方についての情報交換等も行われている。 これ

は,対 移住者だけでなく,地 元住民にも理解 を求める活

動 を行っている点で,他 の地域にも参考になるものであ

る。また,や り方として,行 政でなく第三者的な立場の

大学教員が説明を行っていること,こ れを主 目的として

参集するのでなく,地 域の寄 り合いにあわせて行ってい

ること等の工夫がな され ている点も興味深い。なお,②

のパンフレッ トは,移 住希望者へのプ レッシャーに配慮

し,内 容 ・表現の見直 しが検討 されている。

3.八 女 福 島 地 区 に つ い て

3,1立 地 条 件

八 女 福 島 地 区 は,福 岡 市 の 南 方 約50km,JR鹿 児 島本

線 羽 犬 塚 駅 か ら東 方 約7km,八 女ICか ら東 方 約5kmに

位 置 す る 八 女 市 の 中心 市 街 地 で あ る。 郊 外 化 の 動 き が 今

も 進 ん で い る が,行 政 ・文 化 機 能 を は じめ,多 くの 都 市

機 能 が 地 区 内 に 残 っ て お り,生 活 の利 便 性 は 低 くな い 。
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r疑 削 て齢 までPP}・1

家探し～契約

田舎の空き家は都市のように気軽に借リることができません。では,ど の

ような手順が必要なのでしょうか,

貸す・貸ざないの判断/「気軽に貸してくれないのは」どうして?★
/二地域屠住 ・別荘の紹介は行っていません/家 財道具や荷物
の処分はどうすべきか?/家 賃について

契約後～住む

いよいよ田舎での新生活のはじまリ…の前に,都 市と這 って,こ れから住

むためにやっていただ く事がいろいろあります,

助けてもらったら,今 度はあなたが助けてあげて/庭 ・畑 ・田★

の手入れを任畝 たら_

→家を借りるときの疑問にお答えします!1

→ 田舎生活の・・ろはPP川1

地域デビュー

田舎では,濃 い人閥関係を築き,陵 近所 との付き合いを大切にします。昔

から日常生活,農 作業などにおいて,相 互扶助の生活を営んできたからで

す。何事も持ちつ持たれつの心が大切です。ご近所の方に頼れる相該役を

お願い しています、気兼ねなく相談 してみるといいでしょう。

★彩㍊鍛 嶺 耀 弩諾 菖凝あ㈱ 有名

→地域とのおつきあいについての疑問にお答えします!

インフラ整備

田舎と都市では,同 じサービスでも提供方法が異なることが多々あります.

生活に支障が出ないように しっかり準備しておきましょう、

→農地を借りる1

一
「農業を したい」とい う移住者が増えています,あ なたはどのような農業

をめざしています卵.15-18

→ これ鮒 囎 わせてPP192・1

実際に ご指摘いただいたことを記しました,お 節介かもしれ ませんが,

ぜひ参考にしてください。

一 あいざつ(必 須)!帽 子(訪 問時の対応)ノ 敷居(し きたリ)/お

子さんに注意(振 る舞い)/何 かあったのかな?(長 期閥留守の場合)
!大切な猛 く会える人とは会う)「 ありがとう」/田 舎のものさ

し(郷 に入れば郷に従え)'豊 かな自然(自 然と付き合う)/赤 ちゃ

んと子ども くうれ しい話として)

一1施 股一覧/賃 貸借契約チェックPP・21塗21

図2-2「 紀美 野 に暮 らそ 」の構成

3.2歴 史的町並みをめぐる動き

17世 紀初頭に築かれた城下町を礎 としその後は商家

町 として栄えた八女福 島地区の歴史的町並みは,地 区を

東西に走る旧往還道沿いに展開 され,そ こには,江 戸末

期か ら昭和初期に建設 された町家が立ち並ぶ(図3-1)。

町並み保存をめぐる動きは,1991年 に受けた甚大な台

風被害をきっかけとし,地 域資源 としての町並みの価値

に気づいた市民が行政 を巻き込む形で始まった。その後,

住民主役 ・行政黒子の体制を整備 しながら様々な取 り組

みが進められ,2002年 に重伝建地区の選定を受けた。

3-3地 縁 組 織 と慣 習 ・行 事

住 民 に と っ て の 身 近 な地 縁 組 織 は,「 行 政 区(町 内 会)」

と 「隣組 」 で あ る。 隣 組 は,行 政 区 を細 分 化 した 隣…近 所

コ ミュ ニ テ ィの 単 位 で あ り,10世 帯 程 度 で構 成 され る。

八 女 福 島地 区 は,12の 行 政 区 で構 成 され,そ れ ぞ れ の

行 政 区 で は,隣 組 単 位 で 行 わ れ て い る も の も含 め,様 々

な 慣 習 ・行 事 が 行 わ れ て い る(写 真3-1～3-3)。 こ こ で,

慣 習 ・行 事 の一 例 と して,筆 者1が 住 む 「東 紺 屋 町4組 」

の2015年 に お け る 主 な行 事 を 図3-2に 示 す 。

ま た,八 女 福 島 地 区 全 体 に 共 通 す る 問題 と して,人 口

の 高 齢 化 問 題 が 顕 在 化 し て い る。12行 政 区 全 体 で,2014

年3A現 在(住 民 基 本 台 帳 調 べ),70歳 以 上 人 口は492

人(1,931人 中)で あ り,そ の 割 合 は25.5%と 高 い 。

4.空 き家活用の取 り組み

空き家の活用は,町 並み保存整備行政の枠組みの中で,

様々な団体 ・機関が連携 し,進 められている(図4-1)。

主な組織 を紹介する。「NPO法 人八女町家再生応援団

(以下,NPO応 援団)」は,2003年,空 き家に関す る問題

に対 して,専 門的に対応するため立ち上げられた組織で

あ り,同 会発足以降,八 女福島地区では空き家の活用が

急速に図られるようになった。「八女福 島空き家活用委員

会」は,空 き家に関す る問題 を地域の取 り組み として展

開するため,2004年 に立ち上げられた組織である。ゆえ

に,同 会 は,八 女福島地区のまちづ くりを推進す る 「八

女福島町並み保存会」の中に位置づけられている。これ
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ら に加 え て,近 年 で は,「NPO法 人 八 女 空 き家 再 生 ス イ ッ

チ 」 が,大 規 模 な 空 き家 の 活 用 問題,ゲ ス トハ ウス の 運

営 や 移 住 体 験 施 設 の 運 営 等 に 取 り組 ん で い る。

空 き 家 が活 用 され る ま で の 経 過 は,そ れ ぞ れ の ケ ー ス

に よ る が,基 本 的 な フ ロー は 図4-2の 通 りで あ る。 実 績

は,2015年 度 末 現 在,1995年 の街 な み 環 境 整 備 事 業 導 入

以 降 で40棟 の 空 き家(3棟 は,利 用 な し)に つ い て活 用

が 図 られ て い る。 うち24棟 が 住 宅(併 用 含 む)で あ る。

5.新 旧住民の交流

5-1調 査の方法

調査は,① ～③は,地 元住民と移住者か ら協力を得て,

筆者2が 中心となり次の とお り実施 した。④は筆者1家

族で実施 した。

地元住民には,保 存会役員26名 に対 して20!5年9月

にアンケー ト調査を行い,空 き家化問題への認識も含 め,

移住者 との交流現状やそれに対す る期待等を訊いた(表

国
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回
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5-1)。 従 っ て,こ の 調 査 は,空 き 家 活 用 や 移 住 者 の 受 け

入 れ 等 に 関 す る情 報 に詳 しい 住 民 へ の 調 査 とい うこ とに

な る 。なお,こ こ で,空 き 家 化 問題 の こ と も訊 い た の は,

以 下 の 理 由 に よ る 。 八 女 福 島 地 区 で は,前 述 の 通 り,空

き家 の 活 用 が 積 極 的 に進 め られ て い る。 こ の よ うな状 況

の 中,地 域 住 民 は,空 き 家 化 問題 と そ の 対 応 に つ い て ど

う捉 えて い る の か 。 地 域 と して の 意 思 確 認 も 必 要 で あ る

が,ま ず は 保 存 会 役 員 に 確 認 した い と考 え た か らで あ る。

一 方
,移 住 者 に は,2015年8月 ～9月,次 の4種 の 調

査 を 実 施 した 。① 八 女 福 島 地 区へ のUタ ー ン者 を 除 く17

名 の 移 住 者(1名 は 宅 老 所 運 営)に 対 し,ア ン ケ ー ト調

査 を 行 っ た。 こ こ で は,暮 ら しの 満 足 度 や 地 元 住 民 との

交 流 状 況 等 に つ い て 訊 い た(表5-2)。 ② ① で 協 力 が得 ら

れ た 回 答 者 の うち,9名 に ヒ ア リン グ 調 査 を 実 施 し,①

の 回 答 等 に つ い て 詳 し く訊 い た。 うち1名 は筆 者1で あ

る。 ③ 筆 者1の 暮 ら しぶ り等 に つ い て,隣 近 所 に暮 らす

地 元 住 民 か ら の 見 え 方 を 知 る た め,筆 者1自 宅 近 所 に 住

代衰奮婁{…・堀鹸

住 民(協 定 者)
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5.31道 路愛護

(区域内一寳掃除)

回 9.21→9.23放 生会

鰻漏なとを取り外し

国10.18道 路愛 護

〔区域内一斉掃除)

回
12.5行 政区役口会議

回 12.12忘 年会

隣組畏

厘 き家情報の整理1
1

厘 き家惰報の発信1
1

面接 ・協 議

(所有者,賃 借希望者,

NPO応 援団)

王:
,08■ ●

【 建物の鯉1

賃貸借契約1
一

●

ご

1

1入 居 ・出店 ト
ゆ

【 フオ・-1

・まちを歩いてもらい人柄やセンス等の確認

・ルール擢示 ・確認(定 住,行 政区への加入等}

祭り準価

10.16

神座祭 リ

座送リ、座翌け

工
9.17→10.17

観 音講 ・講元

1売 買契約

建物の修理

噺オーナー)

新オーナーが賃黛を

希望する囑合に実施

・行政区長への

紹介
・飲食店は 「お披

露目会J聞 催

面接 ・協 議

(所有者,賃 僧希望者,

NPO応 援団)

コ匝
図3-12015年 の東 紺屋 町4組 年間行事 と筆者1が 務め た役割

症 宍L

v㌔㍗
ヤ

▼

《

b'●
'[、

写 真3-1道 路愛 護活動

i熱灘

1入 居 ・出店1
》

1フ オ ロー1

図4-2空 き 家 活 用 の フ ロー

∵都艦
・⊂■圏膨 」ア ＼ 『顎

写真3-2放 生会前 の帳幕 準備

!嚇 、['ド

～㌔ ・ヴー「 訟
.Si

雷 ◎ 、
写 真3-3

樗
「

/拶"

、♂ 艦、
'

亨'き

凝
観音講の観音像



むb氏 ～f氏,5名 の 住 民 に ヒア リ ン グ調 査 を行 っ た 。

④ 隣 近 所 レベ ル で の,移 住 者 と地 元 住 民 に よ る 交 流 の 具

体 例 を示 す た め,2015年7月 ～2016年8月 の13ヶ 月 間

に つ い て,筆 者1家 族 に よ る 近 所 づ き あ い の 状 況 を 日誌

に 記 録 した 。

5-2地 元 住 民 へ の ア ン ケ ー ト調 査 よ り

集 計 結 果(一 部)を 図5-1～5-5,表5-3に 示 す 。

回 答 者 につ い て,八 女 福 島 地 区 で の 居 住 期 間(図5-1

/問B)は,「30年 以 上 」 が66%(17名)で,「30年 未

満 」は19%(5名)で あ っ た 。 こ こ で,「 住 ん で い な い 」

を 選 択 した の は,行 政 区 で な く,ま ち づ く り団 体 か らの

代 表 者 で あ る。

空 き家 増 加 は,程 度 の 差 は あ る が,全 員 が 「問題 」 と

捉 え,図5-3(問4)よ り,空 き家 活 用 に 際 して は,「 ど

ち ら か と言 え ば 」 を 含 め る と,89%(23名)の 人 が 住 む

こ と を希 望 した 。 ま た,空 き 家 増 加 に よ る 問 題 に つ い て

は,図5-2よ り(問2),「 近 隣 住 民 間 のっ な が り ・ま と

ま りの弱 体 化 」 も し くは 「地 域 に残 る各 種 行 事 継 承 の 困

難 化 」 を 選 ぶ 回 答 者 が 多 く,そ の 人 数 は全 体 の 半数 を超

え る15名 だ っ た 。 こ れ ら の 回 答 か ら,地 元 住 民 が,空 き

家 を活 用 し,地 域 と関 わ りを 持 ち な が ら生 活 す る移 住 者

を 受 け入 れ た い 意 向 を 持 っ て い る様 子 が うか が え る。

八 女 福 島 地 区 は,移 住 者 の 受 け 入 れ に寛 大 な の か 。 図

5-4(問5)よ り これ に否 定 的 な 見 解 は若 干 数 だ っ た が,

な じみ 易 い こ とを 肯 定 す る意 見 は54%に と ど ま っ た 。 し

か し,居 住 期 間30年 未 満 の 回 答 者5名 は 全 て,こ こで 肯

定 的 姿 勢 を示 した 。越 え られ な い もの で は な い だ ろ うが,

表5-1地 元住 民への アンケー ト調査項 目

移 住 者 が 地 域 に な じむ の に 障 害 が 全 く な い とい うわ け で

も な い 状 況 が,こ こか ら読 み 取 れ る。

表5-3は,移 住 者 へ の期 待 を尋 ね る 問6の 回 答 を,問

2と 問5の 回 答 とあ わ せ て整 理 した も の で あ る。 これ よ

り,積 極 的 な 地 域 へ の 関 わ りを期 待 して い る の は,主 に,

こ こ に30年 以 上 住 む 回答 者 以 外 で あ り,そ の 中 の 多 くの

人 は,地 域 の 活 動 へ の 参 加 を期 待 して い る こ とが わ か る。

一 方
,30年 以 上 住 む 回 答 者 の 意 見 を 見 る と,問2と 問5

両 方 で 「○ 」 と され た 回 答 者 は,積 極 的 な 地 域 へ の 関 わ

りを通 じて,地 域 の 一 員 とな る こ と を望 ん で い た 。

実 際,移 住 者 と地 元 住 民 の 交 流 は,ど の よ うな 場 面 で

見 られ る の か 。 これ を地 区 住 民 に訊 い た と こ ろ,図5-5

(問5)よ り,地 域 の 各 種 行 事 が 両 者 の接 点 に な っ て い

る こ とが 読 み 取 れ た。 裏 返 せ ば,移 住 者 が 各 種 行 事 に参

加 して い る と見 る こ と も で き る だ ろ う。

5-3移 住 者 へ の ア ン ケー ト調 査 よ り

回 答 者 の属 性 は,表5-4よ り,八 女 福 島 地 区 で の 居 住

年 数 で 見 る と,比 較 的 短 い 人 が 多 く,飲 食 店 や 小 売 店 等,

地 域 に 対 して積 極 的 に 開 く店 舗 を 営 む 人 は 多 く な か っ た 。

集 計 結 果(一 部)を 図5-6～5-14,表5-5に 示 す 。

移 住 の 理 由(図5-6/問3)は,大 半 は,「 町 家 に 住 み

た い(11名)」 と 「仕 事 を や る の に 好 都 合(7名)」 を選

ぶ 人 が 多 く,現 在 の暮 ら しへ の 満 足 度 は 全 体 的 に 低 くな

い 。隣 近 所 の 人 との 関 係 を 問 題 に 挙 げ る 人 も い な か っ た 。

問7～12の 回 答 を傭 目敢す る と,隣 近 所 で の 交 流 が ほ と

ん どな い と い う人 は い な い が,隣 組 住 民 の 認 識 度(図5-7

/問7)や 隣 近 所 との挨 拶(図5-8/問8)で の 回 答 が,

表5-3移 住者 に期待す ること[地 元 問6]

分 類 設同と回答方鶴 問臼 問2蝿 問5串2 問6

属 性 A)所 属する町内会等[単 一』],B)居住期間[単 一] o x 地域行事への参画。

空き蜜
全 般

蒲謙融 欝 囎 瀦 餐糧模甥舗 総
の必要性[5段 階],

o X
移り住んで来る方は,仕事の問題とかで大変だと思いますが,時間
が許す限り,まちづくりに毒画してほしい。

o x
住民が高齢化しているので,将来は,もっと空き家が多くなり,行政

区内の行事をやるのも困難になる。世帯数の増加に期待したい。
交 琉
全 般

5)移住者にとってのなじみ易さ[5段階],6)移 住者 に期待す
ること[自由]

町内で
の交流
住晟のみ

7)町内での移住者 有無[二 択],8)移 住者と地元住 民の炎流

が見られる場面[照 制限],9)町 内で移 住者と地元住民のつ

ながりが育まれることへの期待[5段 階]

X 〉( 地域に馴染んでほしい。

o o 早く同化されるよう,祭事や習慣行事に積極的に参加してほしい。

o o 笑顔で挨拶と声かけを辛抱強くやり,皆さんに覚えてもらってほし
い。家族や仕事も,皆さんに知ってもらってほしい。判 湖 内のアルファベットと番号は設閥番号を寂す.[]内 は回答方法を衷す。

制限_=_つ まで遇ぷ制限付固答法,_段 階:_段 階回答法、自由=自由龍述等.30年 以

表5-2移 住 者 へ の ア ン ケ ー ト調 査 項 目 上居住 x x 若い人たちの行動力,感覚を発揮してもらいたい.心豊かに楽しく
生活できることに尽力してほしい。

分 穎 設問と回普方式 曝1 o x 八女らしさをもった商品を企画・販売できる起業家。

属 性 A)居 住年数[単 一〕 x x 長 く住んでほしい。

暮らし
全 般

1)移住の理 由[制 限3],2)暮 らしの満 足度[5段 階],3)前 問

の回答理由[自 由],4)住 んで良かうたと感じることの有無

[二択],5>住 んで良かったと感 じることの内響[自 由],6)継
続 居住希望[5段 階]

x X 歴史的な町並みが好きで,理解のおる方に町象を使ってほしい、

o X 高齢化が進んでいるので,若い方にぜひ住んでほしい.

o x 町内行事には謬加,出席してほしい、

隣近所
での丈
流状況

〒)隣組住民の認職度[3段1階],B)隣 近所との挨拶[3段 階],

9)隣近所との立ち話等頻度[3段 階],10)お すそ分けによる

交流順度[3段 階],11}困 った時の相絞相手の有無[二 択 コ,
12)町 内行事(隣 組行事含む)へ の参加状況[4段 階コ30年 未

滴居住

o X 地埴の行事には積極的に霧加してほしい⇒

o X
ここに限った話でなく,地域社会に馴染めるか,は本人次第.挨接

や地域の中での役割(当番等)をきちんとすること溺必要。

自 己
評 価

13)校 区レベルでの交流状況1[5段階],14)隣 組レベルでの

交流状況[5段 階〕
o x 地域の歴史・文化を学び,地域の活動に蓼加してほしい。

x x 地域の活性化に取り組んでほしい。
姿勢と支援

の
必要性

15)地域 の歴史・文化への理解を深めることへの姿勢[5段

階],16)近 所づきあいへの姿勢[5段 階/転 入時と現 在],
17)近所づきあいの難しさ[5段 階],18)円 滑な近所づきあい
のための支援の必要性[5段 階]と支援 内容[自 由コ

零1=問2での「近隣住民闇のつ塗がり・まとまりの弱体化」か「地域に残る各種行事継承の困雌化」選択の有無。

串2=問5での「どちかと言えばなじみにくい」か「なじみにくい」選択の有無。

Pt1=欄内のアルファベットと番号は設鋤岳号を表す。〔]内 は圓答方 曲を表す。

刷限_=_つ まで還ぷ制 暇付回答法、_段 階=_段 階回答法,自 由=自 由記述等。



限 定 な 範 囲 に と どま る人 が7名 い る。 これ らの 人 の ほ と

ん どは,居 住 年 数 が 「1-3年 」 の 人 で あ る。

反 面,隣 近 所 の 人 との 交 流 が 比 較 的 進 ん で い る人 と し

て,隣 組 住 民 の 顔 と名 前(図5-7/問7)で 「概 ね 一 致

す る 」 と答 え,か つ,隣 近 所 と の 挨 拶(図5-8/問8)

は 「日常 的 に す る」 と答 え た 回 答 者10名 に 共 通 す る特 徴

を探 す と,次 の3点 を 見 出せ る。 ① 図5-13(問16)で,

「どち らか と言 え ば 」 を 含 め,近 所 づ き あ い に 対 して積

極 的 な 姿 勢 を 持 っ て 転 居 して く る 人 が 多 い(9名)。 しか

0%20%40%60%80%100%

図5-1居 住 期 間[地 元 問B]

し,こ の 中 に,現 在 の 姿 勢 と して(図5-14/問16),「 ど

ち ら と も言 え な い 」 と答 え た 人 が2名 い る こ と は気 に か

か る 。 ② 図5-10(問12)を 見 る と,「 で き る 限 り参 加 す

る よ うに して い る 」 とい う姿 勢 で,町 内 行 事 に 参 加 して

い る 人 が 多 い(8名)。

③ 居 住 年 数 が4年 以 上

の 人 が ほ とん どで あ る

(8名)。 こ こ に,交 流

状 況 は,居 住 年 数 に左

害虫やねずみ等の発生
回住んでいない 防犯機能の低下

地域に残る各種

火災の発生
e住んで 商業地としての
30年以上 近隣住民間のつながり

建物の倒壊や
0住んで
30年未満

0%20%40%60%80%

図5-2空 き家 増 加 に よ る 問 題[地 元 問2]

ロなじみ易い 道端や軒先

日どちらかと言えぱ あまり見かけない

なじみ易い 朝のゴミ出し
ロどちらとも言えない 祭事や慣習行事

■どちらかと言えぱ 廃品回収等当番

。艦 巨llこ 道路難(清 掃)

町内親睦行事0無回答

0%20%40%60%80%100%

図5-4移 住者 に とっての な じみ
易 さ[地 元 問5]

0%20%40%60%80%100%

図5-7

回概ね一致する

0%10%20%30%40%50%60%

図5-5移 住 者 と 地 元 住 民 の 交 流 が

見 られ る 場 面[地 元 問8]

ロ日常的

表5-5移 住者へ のア ンケー ト
調 査の 回答者

1-3年 4-6年 7年以上 計
1

飲食店 0 2 0 2

工房・事務所 2 3 3 8

その他 6 0 1 7

計 8 5 4 17

ロ住んでほしい

回どちらかと言えば

住んでほしい

ロどちらとも言えない

■どちらかと言えば
住まなくて良い

ロ住まなくて良い

隣組住 民 の認識度
[移住 者間7]

8一 致する人

は半分ぐらい

ロー致する人

は少ない

0%20%40%60%80%100%

図5-3住 宅 と し て の 活 用 の 必 要 性[地 元 問4]

好きなお店が多数ある

興味を持てる分野の
住人の体験談が魅力的

ものづくりの盛んな
交流のある人が魅力的

利便性が高い

伝統的な行事や
まちの雰囲気が魅力的

仕事で好都合

0%10%20%30%40%50%60%70%

図5-6移 住 の 理 由[移 住 者 間3]

国一部の人とは
日常的

目挨拶をする機会

はほとんどない
0%20%40%60%80%100%

図5-8隣 近 所 との 挨 拶[移 住 者 間8]

4 1% 59%
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回頻繁にある

0%

回たまにある

0%20%40%60%80%100%

図5-8町 内行 事へ の参加状 況
[移住 者 間12]

ロできる限り参加する

ようにしている

■時間が合えば参加

するようにしている

日参加したいが

参加できていない

■参加したい

気持ちはない

ロ積極的だった

■どちらかと言えぱ

積極的だった
Oど ちらとも言えない

■どちらかと言えば

消極的だった
口消極的だった

図5-9

0%20%

図5-13

ロ活発

圓どちらかと

言えば活発
口どちらとも

言えない
■どちらかと言えば

活発でない
ロ活発でない

0%20%40%60%80%100%

図5-11隣 組 レ ベ ル で の 交 流 状 況 の

自 己 評 価[移 住 者 間14]

35 % 41%24%
==
一

■■

一一一:癌'

■ ■ ■

■

■

ロ深めたい

国どちらかと言えば

深めたい
■どちらとも言えない

■どちらかと言えば

口深める必要はない

回ない

20%40%60%80%100%

隣 近 所 と の おす そ 分 け に よ る 交 流 頻 度

[移 住 者 間10]

40%60%80%100%

0%20%40%60%80%100%

日難しさを感じる

■どちらかと言えば

難しさを感じる

■どちらとも言えなし

■どちらかと言えば

難しさは感じない
ロ難しさは感じない

図5-12近 所づ きあいの難 しさ
[移住 者間17]

表5-5近 所 づ きあいでの 支援策 の提案
[移住 者間18]

近所づきあいにおける支援策についての提案

0%20%40%60%80%100%

地方には,どうしても閉鎖的な部分ができてしまっていると
思う。移住者が,どこまでコミュニティに入り込みたいか次第

深める必要はない1だ が,入 り込みたいのであれば,支 援は必要。転入者をどう
受け入れる心がまえや転入者との接し方を,受 け入れる側
が知っていくことも必要だと思う。

転 居時 の近所 づきあ いへの姿 勢 図5-14現 在 の近所 づき あいへの 姿勢
[移住者 間16][移 住者 間16]

表5-6移 住者 へ の ヒア リング調査 の 回答者

町の歴史や慣習の習得支援。町家で暮らすための相談窓2
口の設置。

ちょっとしたことで良いので,人 と人をつないだり,何かあっ3
たら声をかけてくれるようなことがあると良いと思う。

回答者 A氏 B氏 C氏 D氏 E氏 F氏 G氏 H氏 筆者1

世帯人員(子供) 4人(2) 2人 2人(1) 2人 5人(3) 2人 3人(1) 3人(1) 2人

移住年 2006 2007 2009 2009 2010 2010 2012 2012 2006

建物用途
工房・事務所
併用住宅

飲食店併
用住宅

工房・事務所
併用住宅

飲食店併
用住宅

工房・事務所
併用住宅

工房・事務所
併用住宅

専用
住宅

専用
住宅

専用
住宅

移住者には見えにくい,地 域独自のルールを事前に教え
4て もらえると暮らしやすい。地域の人にとっては当たり前の
ことの中に,移 住者 にはわからないことがある。

移住者同士がゆるやかにっながり,情報交換 ・共有できる5
場が欲しい。



右 され る 傾 向 を 垣 間 見 る こ とが で き る。 しか し,中 に は

「1-3年 」の 人 も2名 お り,両 名 は ① と② に も該 当す る。

近 所 づ き あ い は,移 住 者 に 難 しい もの な の か 。 程 度 は

問 わ ず,図5-11(問17)で,難 し さを 感 じ る と答 え た の

は,筆 者1を 含 む3名 しか い な か っ た 。 対 して,難 し さ

を感 じな い と答 えた 人 が,「 ど ち らか と言 え ば 」を含 め る

と6名 もお り,こ れ らの 人 は 全 て,前 述 の ① と② に 該 当
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写 真5-1筆 者1自 宅(2015年 放生会 で撮影)

表5-7町 内行 事や 近所づ きあ いにつ いてのb氏 ～f氏 の考 え方

分 類1 主な意見

○地域の外で働いている人に,無 理は言えない。出ごとは,出 られる人
が出れ ば良い。
0仕 事が休みで,自 宅にいるのならば,行 事に出てきて欲しい。町内行事

0住 民同士でコミュニケーションをとる機会として,行 事は大事だと思う。
○全面的でなくても良いから,行事に参加 して欲しい。助かるというのもあ者の参加
るが,何 よりも,つながり,接点をつくれる。
O行 事は,そ の人のことを知るきっかけになる。近況含め,互 いのことを
知ることができる機会だから大切だと思う。

O古 いまちだから,行事があるのは当たり前だと思っている。伝統的な行
事は,私 たちも簡略化をしてしまったが,で きる限り残していきたい。伝統的な

O行 事は,引 き継ぎたい立場.昔 は,夫 婦で参加しtq色 々と事情 はある
だろうが,年 に数回なので,こういう行事は夫婦で参加 して欲しい。習を継承
O若 い人が,伝 統的な行事に興味を持oて くれるのは嬉しい。すること
O古 くから残る行事は大切。そういうものを通じて,地 域のまとまりができ
るのだと思う。

移住者に
期待する
こと

O人 と話せる機会は,大 切 にしていきたい。そういう機会が滅ってきてし
まっているから。挨拶も大事。小学生でも,知 らない人でも,こちらから挨

拶する。年寄りは,挨 拶をしてもらえると嬉しい。
O挨 拶は大切。子供が挨拶をしない等と聞くが,子 供から挨拶をしてくる
のを待つのでなく,大人が声をかけるのが大切だと思う。そうやって,挨 拶

の大切さを伝えていくのが大切だと思う。

○隣近所で,お 互い気にかけている。電気 が1日,2日 ついていないと,
何かあったのかな,と思う。昔は,夕 方になると,暑い時期はちょっと水を
まいて,そ の時に顔を合わせて挨拶をして。家の出入りをする時間溺少し

ずれて,顔 を合わせる機会も減ると,ちょっと気になって。
○昔,この辺にいた人は,軒 先に花を植えていて,通 りがかりの人に挨拶
して。きっと,会話の機会を大切にしたかったのだと思う。最近は,だ んだ
んそういうのがなくなってきたから。

O古 いし,若 い人には煩わしいかもしれないが,隣 近所のつきあいは大
切だと思う。自分 自身が,年 をとるにつれて,そういう気持ちが強くなって
きた。不安カミある。

O生 活感を感じられること,周りを気にかけておくことは大切。高齢者の
みで暮らす家も増えてきているので,特 にそういうのは大切。

O人 それぞれ,色 々な考え方があるだろうから,無理強いはしたくない。
深入りはせず,つ ながりを保っていきたい。
O私 たちも,嫁 として来た立場だが,そ こまで入りづらいところだとは感じ
なかoた 。郷に入れば,郷 に従え。それで,昔 からいるような顔をして,楽
しく生活してきた。

Oち ょっとしたことでも,地 域と接点を持ってくれると嬉しい。少しばかり気
に入 らなくても,古くから住んでいる人と接点を持って欲しい。

○古い人たちが,新 しい人たちに溶 け込んで欲しいと思っているのだか
ら,こちらから声をかけていかないと。どんどん,挨 拶をしていかないとい
けない。

○都会から来た人には,わ からないこともたくさんあるかもしれない。隣組
もそうだろうが,な かなかわかりにくいことがあると思う。
○土地に入ろうとして,色 々とやってくれるのは嬉しい。町内の人にもつき
あってくれて。周りのことも気にかけてくれると嬉 しい。
0ど ういう考えを持っているのか等,外 に信号を出して欲しい。わからな
いと,こちらもどうして良いのかわからない。だからこそ,接 点をっくること
が大切。それは,昔 からいる人がっくっていく必要があると思う。

す る人 で あ っ た 。 しか し,近 所 づ き あ い に お け る 支 援 に

つ い て訊 く と,そ の 必 要 性 を 認 め る 人 は6名 い た 。 こ こ

で 提 案 され た 内 容 は 表5-5の とお りで あ り,そ の 中 に は,

「移 住 者 に は 見 え に くい,地 域 独 自の ル ー ル を事 前 に教

え て も ら え る と暮 ら しや す い 」 や 「転 入 者 を受 け 入 れ る

た め の 心 構 え や 転 入 者 と の接 し方 に つ い て,受 け 入 れ る

側 も配 慮 し て い く こ とが 必 要 だ と思 う」 等 の 意 見 が 見 ら

れ た 。 一 方,こ の6名 以 外 か らは,「 人 と人 の 関係 は,各

自で 手 探 りを 重 ね な が らつ く る も の で,第 三 者 に 支 援 し

て も ら うも の で は な い 」 とい う意 見 も見 られ た 。 同 様 の

意 見 は,後 述 の ヒア リン グ 調 査 で も複 数 名 か ら聞 か れ た 。

5-4移 住 者 へ の ヒア リ ング 調 査 よ り

ヒ ア リ ン グ調 査 は,表5-6に 示 す9名(筆 者1家 族 も

含 む)に 対 して 実 施 し た。 こ の 中 で,移 住 の 理 由(図5-6

/問3)の 一 つ と して,「 伝 統 的 な行 事 や コ ミュ ニ テ ィ が

魅 力 的 」 を挙 げ た の は,C氏 の み で あ る。

地 域 に,こ れ ま で の 自 らの 生 活 や 価 値 観 と の違 い が あ

る こ とは 認 め て い た。 しか し,全 員 が そ れ を前 向 き に受

け 入 れ て い た。 隣 近 所 の 人 との 交 流 に つ い て も,交 流 の

範 囲 に違 い は あ る が,不 満 を 抱 い て い る人 は お らず,む

し ろ周 り に支 え られ て い る こ と を 実 感 して い る人 が 複 数

い た 。 中 に は,「 む し ろ,隣 近 所 の 人 と の 交 流 が 楽 しい(

同 様5名)」 や 「子 ど も を 育 て る 環 境 と して,近 所 づ き あ

い が あ るの は あ りが た い 。 子 ど も も良 く して も らっ て,

喜 ん で い る(E氏)」 とい うポ ジテ ィブ な意 見 も 聞 か れ た

ほ か,「 こ うい う地 域 で の 地 元 の 人 と交 流 は,住 ま わ せ て

も らっ て い る感 覚 に 戻 る貴 重 な 機 会 に な る(F氏)」 と表

現 す る 人 も い た 。ま た,飲 食 店 を 営 む2名 か ら は,「 お 店

の こ とを 心 配,応 援 して くれ る の で あ りが た い 」 とい う

感 謝 の 声 も 聞 か れ た。 一 方,近 所 づ き あ い で の不 安 と し

て 複 数 名 か ら挙 げ られ た の は,「近 づ い た距 離 の調 節 の 仕

方 が わ か ら な い 」 で あ り,よ り広 範 囲 で の 交 流 とい う点

で,「ま ち づ く りに取 り組 む 方 々 の情 熱 と 自分 の気 持 ち と

の 間 に ギ ャ ップ を感 じ,活 動 に 参 加 しづ らい 」 とい う意

見 も複 数 名 か ら得 られ た 。

筆 者1を 除 く8名 に,地 域 と の 関 わ りに つ い て 大 切 に

して い る こ とを 訊 く と,全 員 が 「地 域 の 中 に 自分 た ち が

入 っ て き た の で,地 域 を受 け 入 れ て い くの が 当然 」 とい

う認 識 を 持 っ て い た。 そ して,多 くの 人 が 「自 ら積 極 的

に,地 域 に 関 わ っ て い く こ とが 大 切 」 と考 え,日 常 的 な

挨 拶 や 声 か け,町 内行 事 へ の 参 加 を 大 切 に して い た 。 中

に は,「 周 りに 高 齢 の 方 が 多 い の で,私 た ち が 周 りに 気 を

配 っ て お か な い と」 と思 い,隣 近 所 と の 日常 的 な接 点 を

大 切 に して い る人 も い た 。 そ の 一 方 で,引 っ越 して き た

当 初 の こ と と して,「周 りの 人 た ち が 私 た ち の こ とを 気 に

して い るの は感 じて い た が,な か な か,隣 近 所 の 住 民 と

の 距 離 を 縮 め られ な か っ た 」 とい う意 見 も聞 か れ た 。



さ ら に,自 ら地 域 に 関 わ る姿 勢 を 持 つ こ と の ほ か,地

域 の 人 と の 関 わ りを 育 ん で い く た め に有 効 だ と思 う こ と

につ い て 訊 く と,「 町 内 で の 生 活 に つ い て,身 近 に 相 談 で

き る 人 が で き る と心 強 い 」 とい う意 見 が,全 員 か ら聞 か

れ た。 中 に は,「 同 じ立 場 の 移 住 者 同 士 で,地 域 の こ と を

相 談 で き る仲 間 が 近 く に い る」 こ と を挙 げ る人 もい た。

これ らの ほ か,少 数 派 だ が,筆 者1と 同様,「 軒 先 の 植 物

が 周 りの 人 との 会 話 の き っ か けや,隣 近 所 の 人 の 状 況 を

うか が うき っ か け に な る」 と考 え て い る 人 も い た 。

5-5筆 者1に よ る交 流 状 況

1)自 宅 とそ の 周 辺

筆 者1の 自宅 は,産 物 ・和 紙 ・茶 な ど を 扱 う商 人 が 多

く居 住 した紺 屋 町 に あ る。 建 築 形 式 は,妻 入 入 母 屋 の真

壁 造 で,規 模 は,延 べ 床 面積 が 約!20㎡,間 口 ・梁 間 と

も に2.5間 の 本2階 建 て で あ る(写 真5-1)。 建 築 年 代 は,

保 存 対 策 調 査 で,「 明 治 初 期 の 建 築 」 と言 わ れ て い る。

約3年 間 空 き 家 で あ っ た こ とで 損 傷 劣 化 が 深 刻 化 し

て い た,こ の 建 物 は,NPO応 援 団 と行 政 が 連 携 して 考 案

し た 「管 理 委 託 方 式 文7)」に よ り修 理 ・活 用 が 図 られ た も

の で あ る。修 理 工 事 は,2005年 度 の 伝 建 事 業 と して 実 施

され た 。 こ の 間,2006年1月,地 元 小 学 生 に よ る土 壁 塗

り体 験,4.月 に は,私 が 担 当す る研 究 室 の 学 生 に よ る 三

和 土 土 間 の た た き締 め 体 験 が 行 わ れ た 。

筆 者1は,現 職 に 就 くま で,東 京 都 の 外 に住 ん だ 経 験

は な く,妻 は 熊 本 県 内 の 農 村 地 域 の 出身 で あ る 。 なお,

筆 者1の 実 家 は,ま だ 都 内 に あ る 。

筆 者1家 族 は,行 政 区 は 「東 紺 屋 町 」,隣 組 は 「4組(7

世 帯 で 構 成)」 に 所 属 す る。b氏 ～f氏 へ の ヒ ア リン グ調

査 に よれ ば,筆 者1自 宅 周 辺 は,「 住 民 の入 れ 替 わ りが少

な く,古 くか ら続 く家 が 多 い 。 高 齢 者 が 多 く,筆 者1が

来 る 以 前 は,よ く"限 界集 落"と 呼 ばれ た 」よ うで あ る。

ま た,自 宅 前 の 道 路 は,地 区 内 の 他 の 道 路 に 比 べ る と,

自動 車 交 通 量 が や や 少 な く,比 較 的 歩 き や す い 。b氏 宅

の 縁 側(通 り側)で は,日 中,隣 近 所 の 人 が 集 ま り,い

わ ゆ る 「井 戸 端 会 議 」 が 行 わ れ て い る。

こ こで,ヒ ア リン グ 調 査 を 実 施 したb氏,d氏,e氏,

f氏 は,同 じ東 紺 屋 町 で あ り,d氏 ～f氏(図5-15中 の

a氏 も 同 じ)は 同 じ隣 組 で あ る。c氏 は,隣 の 「西 紺 屋 町 」

に属 す る が,い わ ゆ る 「お 向 か い さん 」 で あ る 。

表5-7は,町 内行 事 へ の移 住 者 の 参 加 等,近 所 づ き あ

い に つ い て の 考 え方 と して,ヒ ア リン グ調 査 で 聞 か れ た

主 な意 見 を整 理 した もの で あ る。 これ よ り,あ くま で も

筆 者1自 宅 周 辺 に 限 られ る こ と で あ る が,行 事 ・慣 習 が

残 る 地 域 性 を 受 け入 れ て お り,そ れ を継 承 して い き た い

意 向 が 強 い こ と,周 りの 人 を感 じな が ら生 活 して い る こ

と,住 民 同 士 の 接 点 を 大 切 に しよ う とす る姿 勢 を 持 っ て

い る こ と等 が,全 体 的 な傾 向 と して 読 み 取 れ る 。

2)転 居 ま で の 経 緯

私 が,こ の建 物 に移 り住 ん だ の は2006年5月 で あ り,

そ の 縁 は,現 在 の職 場 に 赴 任 した2003年 か ら継 続 的 に,

八 女 福 島地 区 を研 究 ・教 育 活 動 の フ ィー ル ドと して い た

こ とに あ る 。 転 居 を 考 え る よ うに な っ た 直 接 的 な き っ か

け は,こ こ で の 活 動 の 支 援 者(建 築 士)か ら,「 これ か ら

修 理 す る 町 家 で,借 り手 を探 して い る もの が あ る」 とい

う声 掛 け が あ っ た こ とに よ る。 最 終 的 に は,支 援 を して

くれ る人 た ち が い る こ とに 心 強 さ を感 じつ つ,八 女 福 島

地 区 で 地 域 に よ り密 着 した 活 動(特 に 教 育 活 動)を した

い と考 え,転 居 を 決 め た。

一 方
,受 け入 れ 側 とな る隣 近 所 の 人 た ち は,行 政 区 長

は知 っ て い た か も しれ な い が,「 どん な 人 が 来 る の だ ろ う」

と思 っ て い た よ うで,「ま ちづ く りに興 味 が あ る 人 が 来 る

ら しい 」程 度 しか,情 報 は 聞 い て い な か っ た よ うで あ る 。

3)10年 間 の 暮 ら しを 振 り返 る(近 所 づ き あ い を 中 心 に)

図5-15に,近 所 づ き あ い に 対 す る 私 の 意 識 ・行 動 の

変 化 の 過 程 とb氏 ～f氏 へ の ヒア リン グ 調 査 結 果(一 部

抜 粋)を 示 す 。 図5-16に は,2016年8月 ま で の13ヶ

月 間 の 近 所 づ き あ い の 状 況 を示 す 。 こ の 図 で は,日 常 の

中 で 交 わ され る挨 拶 や 雑 談 は記 録 して い な い。 筆 者1家

族 が,隣 近 所 の 人 と の接 点 を 多 くつ く り出 した い と思 い,

「楽 し く」 を原 則 に,心 か げ て い た こ とや 試 して み た こ

と に 関 す る 交 流 を 主 と して 記 した 。 例 え ば,軒 先 空 間 に

会 話 の き っ か け に な りや す い も の を置 く(ベ ン チ 設 置 や

植 物 栽 培 等),フ ァ サ ー ドに 閉鎖 感 を感 じ させ な い よ うに

す る(通 り側 の 窓 を 開 け る 等),地 域 の リズ ム に 合 わせ る

等 で あ る。 これ らの 他,町 内行 事 で の 交 流 や お す そ 分 け

に よ る交 流 等 も併 せ て 記 録 した。

以 下 で は,こ れ らの 図 に 基 づ き,主 観 的 側 面 も あ る が,

筆 者1に よ る10年 間 の 暮 ら し を振 り返 る。

ま ず,引 っ 越 して き て か らの 約3年 半 につ い て で あ る。

こ の 間,ま ちづ く りの 活 動 に 取 り組 む 方 々 との 交 流 を 重

ね っ っ,学 生 と と も に諸 活 動 に 取 り組 み,イ ベ ン ト時 に

は で き る 限 り 自宅 を 開 放 して い た 。これ らを す る こ と で,

自分 で は,地 域 に 開 い た 暮 ら し を して い る と思 っ て い た。

当 時 の こ とに つ い て,b氏 ～f氏 へ の ヒア リン グ 調 査 で は,

「独 身 だ っ た し,働 い て い る場 所 も遠 い し,仕 事 も忙 し

い だ ろ うか ら,特 に ど う こ う思 っ て い な か っ た 」 等,ネ

ガ テ ィブ な 意 見 は 聞 か れ な か っ た 。 しか し,省 み る と,

当 時 は,地 域 に 閉 鎖 的 な 暮 ら し を して い た よ うに感 じる。

なぜ な ら,町 内行 事 に も参 加 して お らず,隣 近 所 との 接

点 も 少 な か っ た うえ,隣 近 所 の 人 た ち の 生 活 を 気 にす る

配 慮 も欠 け て い た か らで あ る。

そ の 後,い く つ か の 転 機 で,筆 者1の,こ こで の暮 ら

し方 が 変 わ っ た 。 隣 近 所 の 人 との 交 流 が 活 発化 し,地 域

に暮 ら して い る とい う実 感 を得 られ る機 会 が増 え,こ こ
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渡す時ちょっと菖きせると
いうのは,大 切1,

0自 宅でのイベント契麓
・若い人(学 生)が 果て

くれるのは,大 切なこ
と。うれしい.

⑦畷近醐 剛晒への対応0加 藤塞を迎えたこと

・花などを飾るのは良い1

・回覧板の手波しは大切.
賭を交わすきっかけにな
る.お 隣ざんの緑子もわ
かる,高 齢化が進んでい

るので,変 化に気づく槻
会をつくるのは大切,

・生活感を感じられるの

は大切1,高齢化が進ん

でいるからLlでも。臭
さんには,(窓 をわざわ
ざ醐けるなど)無 理は

しないで欲しい、,

・協力してくれて

助かった。周リ
のことを気にか
けてくれるのが
うれしい、,

・a氏 宅前の植木

はとても艮い、,

殺風景にならな

くて、、

・葱らしの小ざ

な変fヒ;こよく隻【

ついてくれた.
鑑づかなかった
b,大 変なこと
になっていた,

・a氏衆族との交

流が始まリ良
かった。

・土地に入って.色 々と
しようとしてくれる。
町内の人とも信き合っ
て、そういう人が采て
くれて饅かった、

・(不在中のメダカの世話)

こういうことは.普 醗

つきあいがないとでざ
ない。相手の人柄がわ
かっτいることが大切、

・町内は違うが,陵 はこ

こだから,何 かあった

時には,よ ろしく、,

c
氏

8棚 の1==コ 主な出来事[=]自 宅で翼施したイベント ⊂=⊃ 関遼凄項
凡例__レ 因果関係__。 日常的に鰍 ナられている状態

・色々と行8を しても

らっている,何 かはわ
からないけど。若い人
が集まっている、あの
ような行事は艮い.う
れしい。

・地域に入ってきてくれ

ている,と 感じる.地
壇のために色々とやっ
てくれている.

・私た ちの糧が ,と ても

楽 しくなった,ど こか

1こそテカ、なし、h、カi'む配,

図5-152006年 か らの10年 間 にお ける筆 者1(家 族 含む)の 近所 づ きあいの変化
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写真5-2通 り側の 窓 を開 ける
(2016年 端午 の節句 で撮影)

撚 評ぺ ・「,孔..

写真5-3軒 先菜 園 「紺屋 町菜 園」 (2016年7月 撮 影) 写 真5-4 軒 先菜園 を通 じた交流
(2016年6月 撮影)
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妻

妻

饗

疑

妻

疑

夫

疑

饗

翼

疑

妻

妻

閉組で,入 院φの隣人(組 員)の お見賃へ。

縫いを受けて.近 所の川辺へ隣人と一緒 に月見軍を見に行く。

通 りがかりの西絹屋町の知人(移 住者1を 交え,く 氏妹と庭フkについて立ち諸。

2階 窓開放で掃除中.通 リで立ち話をするd氏 と隣人から 「トマ ト.いる?」 と訊かれる。

夕方,土 閥で作犠中.網 戸の向こうからく氏が手を振って挨拶.そ の後,外 で立ち括。

朝,槽 木への水やり中.通 リがかったf氏 と隅人に挨接。

陽組長として,回 覧板を回し,広 穀を各戸に配る。

表の戸を聞けて掃除。通リがかりの町内の人と糟人とで,花 の話をする。

朝.「植*鉢,あ げるよ」 とf氏 が来訪。植木鉢を譲ってもらう。e氏 宅の鰹も見せてもらうc

c氏 妹から.近 所で禰催されるコンサー トの誘いを受ける 〔先約で行けず}.

夕方。自宅前の縁台に座る く氏と話す。続けてお茶に勝われ,く 氏宅へ20暗 頃まで滞往。

隣組長として,回 覧板を回し,広 報を各戸に配る。

f氏 から回覧板が戻リ、玄閥でf氏 と立ち話,

出勤する夫の見送リ碍,(氏 から野棄をもらう。夕方,濃 ぜご飯のおにぎりでお返 し。

隣組長として,回 覧板を回し,広 鰻を各戸に配る。

C氏 から刺身をもらう.

夜.迫 リくる台風に備える.

台風対策を解く。a氏 宅の雨戸を一緒に開ける。∂氏宅酎に置く植木は,b氏 が厚意で擦邑

f氏から 「もう使わない」とのことで,土 餓と火鉢を譲ってもらう.

(氏 から切花をもらう.生 け方のア ドバイス付き、

隣咀長として,回 覧板を回し,広 報を各戸に配る。

翌日から出掛けるので隣近斎に薄掛け.(氏 にメダカを顎かっτもらうことを蝋

Ol.06妻 帳祝の件で,d氏 が相啖に来る。

09寒 帳祝で,隣 組で夕食'N.地 敏のことを色々と訊く。a氏 宅前植木が唇ばれる。

15饗 隣幅長として.各 戸に広親を配るfi

O5妻 植木の手入れ時.散 歩彌りのf氏 と会い雑談.(氏 妹とも久々に雑鮫。

寒くなリ家の中に引きこもるようになると.交 流機会が減ることを契感。

08.le妻

13夫

15妻

24憲

26家

28家

30夫

甕

自宅へ戻る。⊂氏に帰宅の報告とお礼,カ ボスをもらう。

e氏 から回覧叛が届く。留守中に敬毫会の声掛けを1やbりにやってもらったことを知る。

隣摩との共絹扉の鎚交換。f氏 も立会い。

町内の人に 「メダカ飼育用に火鉢を薗ってほしい」と相麟。火鉢を旗ってもらう。

翌日から出かける旨.隣 近所にβ掛け,

植木,メ ダカの世話n留 守中に配裕ざれた広報をe氏 が預かって〈れていたのでお礼する。

立ち話で,隅 人数人から敬老会の話を関く。フラダンスをやったらしい.

b氏 から放生会で献灯する際t[teう、東紺屋町の捉灯をもらう。

d氏 から親音像が回ってくる。

「放生会の準備(幕 はり〉を何範頃から始めるか」をffftc聞 くが,わ からず。

「放生会の準儲 傷 はリ)を1翻 瞬7時 半頃から始める」ことを隅近所数人で確認。

7時 半頃から.隣 近所で協力して放生会準倫(幕 はリ》.男性の姿が例年より多かった。

蔚日の馬で幕をはずせなかったので,夫 は手伝いをせず出勤。

朝,花 への水やリ中,f氏 から自宅前に設置する暑極のイベント惰朝について■ねられる。

タ方,土 聞で作鍵中,⊂ 氏が親きに来る。近所の店舗で開催されるライブについて憤鞭交換.

(氏 から野菜をもらう.不 要なものが数点あるようで 「座布団,必 饗ないか?」 と猷かれる。

02.06象 初午祭(西 紺屋町行U)へ 。普段は、交流搬会が少ない西紺屋町の皆さんに挨拶e

ちゃんと話をしたのは,一 昨年末の酉紺厘町 ・東紺厘町合同の餅つき大会以来か.

10妻 野菜のおすそ分けで,西 紺厘町の知人(移 住者》宅へ。

c氏 から 「先日,豚 汁を持って寺たが,留 守だった」と聞く。

18妻d氏 から観音像が回ってくる.前 日まで妻不在のため,1日 遅れ。

Z?妻 野藥のおすそ分けで.西 紺屋町の知人{移 住者)宅 ～

24饗 西紺屋町の知人(移 住者〕と近所でランチへ。

29嚢 隣組長として,回 覧板を回し.各 戸に広隷誌を配る。

夜中.気 づかぬうちに植木鉢が一つ割れる。

03.02妻f氏 が植木銚を軒先にそっと膿いてくれるnb氏 から、a氏 宅前植木を褒められる,

夜,【 氏よりぜんざいをもらう.

13夫 町内ゴミ拾い,河 川溝掃活動に参加,町 内の移住者と一締に回る。

22妻 町内の婦人部の食璽会に参加.

27饗29日 から出掛けるので朔近所にβ掛け。留守中の回覧板管理をe氏 にお願いc
「30日に町内の役画会閥催」と聞くが,留 守のため欠席。

09.03

04

07

08

10

15

疑

嚢

妻

夫

饗

妻

饗

夫

妻

夫

家

夫

宍

嚢

04.03妻e民 に帰宅の穀告とお礼。

06饗 留守中に回覧板が回ってくる、夜,陽 人へ回す。

09嚢(氏 からバンをもらう.総 会の出欠届を区長～

12妻(氏 から木の芽と筍をもらう。

05,05

25

31

象
妻

饗

饗

菖罵とヨモギを玄関に飾る。表に出す予定で,野 菜のコンテナ栽培を裏庭で始める。

e氏 からざくらんぼをもらう。

夕方,軒 先でメダカの世鼠(氏 妹に挨拶。通りがかりの人もよく話しかけてくれる。

㎜ 長のd氏 から広報誌が届く,σ氏から回覧板が霜く。

17

18

19

20

24

26

27

29

d氏 とメダカについて立ち話。f氏 からは,ぜ んざいをもらう。

隣帽長として。回覧板を回し。各戸に広翰を配る。広穣を届けた時,d氏 と雑麟。

夜,縁 台に座ってe氏 と雑鹸。

ぜんざいのお礼で,f氏 に饅頭をお返しをする.b氏 からバンをもらい,饅 頭をお返 しする.

隣人数名とメダカの話をする,

夕方,軒 先の植木に水やリ中。通りがかりの附内の人に挨拶 し立ち猛.

隣組艮として,回 覧板を回し,各 戸に広報を配る。

f氏から回覧根が戻り,玄関でf氏 と立ち話。

f氏へ観音像を回す,

朝,町内の道路愛護に参加。外堀掃除でサリガニを捕る 〔飼習へ)、

f氏 から回覧板が戻り,玄聞でf氏 と立ち話.

西紺口町の知人(移 住者)親 子が、散歩の途中に立ち寄る。

夕方,く 氏妹から柿をたくざんもらう。

西細屋町の知人 〔移住者)親 子が,散 歩の違中に立'ち寄る。

町内の人が怖とカボスを持ってきてくれる.

06.02霊

07妻

10妻

14要

18妻

19家

10.01妻

妻

02妻

05妻

08妻

14嚢

妻

15饗

17

℃8霧

15妻

20饗

22饗

28妻

29霊

24妻

26饗

c氏 よリ 「自宅の設備更新工事を始めるので,色 々と迷惑をかける」と挨拶がある。

軒先でメダカの世話。c氏 妹,d氏 に挨拶。

植木への水やり時,(氏 よリ 「久しぶリJと 挨拶されるu

西紺屋町の知人(移 住者〕親子との立ち踏に,(氏.く 氏妹,f氏 が合流Ee

その後,d氏 から広報誌.f氏 から回覧板が届く。

タ方,軒 先の植木への水やリ中,c氏 妹と立ち括。

ゴーヤを栽培するコンテナを衰に出す.(氏 から支柱の立て方の手ほどぎを受ける.

その後.散 歩中のf氏 も立ち寄り,記 愈写真撮影。

(氏 がゴーヤを気にしている様子に気づく.

ゴーヤの話題で(氏 と立ち話。

11.Ol芙c氏 がふらっと采て雑麟。うどんをもらう。

02饗 西紺厘町の知人(移 住者)親 子が.美 同士の書類のやり取リで来訪。しばらく雑談。

04妻 隣組長として,回 覧板を回し,各 戸に広輯を配る。

11塞 隣人のお見撮い。

12饗 夕方,声 がするので外へ出てみると,隣 人3名 が縁台で雑談.野 菜を少しずつおすそ分け。

14斐 隣組長として.回 覧板を回し,各戸に広超を配る。広組を届けた鱒,生 活檎賀をe氏 に既く。

20嚢 翌日から出掛けるので隣近所に輝掛け。

24疑 メダカの手入れ時.隣 人3名 と雑肢.散 歩中のe氏 夫も参加,⊂ 氏から野菜をもらう.

f氏から編物を教えてもらう約榮をする。

25家 トライアルワーキングで,一 ヶ月聞滞在する筆者3の 家族を招いて夕食。

28妻a氏 宅の片付けを手伝う。

07.10夫 校区による消掃活動.回 覧板では,任 意とのことだったが,多 くの世帯が参加.

憲 なす.バ プ'リカを栽培するコンテナを表に出す,

14饗d氏 から広朝誌が届く.9咄 中に回覧板がポス トに届く。

翌日から出掛けるので隣近所に声掛け。

17妻 鯛,蜆 音像が届 く。留守中,な すとパプリカのコンテナが倒れた頓様。

b氏 が,コ ンデナが安定するよう,厚 意で置き方を工夫してくれたことを知る。

C氏,f氏 と縁台で談笑。琶は、各戸前に縁台があって,夕 方はそこで

涼を取っていたようだ。野菜の成長も気にしてくれていた。

18妻d氏 、e氏 と家歴菜園の話で盛リ上がる。

夫b氏 にコンテナの件でお礼。「肥料や虫よけも用慧してくれていた」と聞く。

21妻 夕方,権 木への水やりと打ち水。(氏蛛からコンテナ穀培や一輪挿 しを褒められる。

22妻 メダカの世話時。cffとc日 …友人と立ち3乱

23饗 メダカの世話時,c氏 とc氏 妹と立ち話.西 紺厘町の知人(移 住者)親 子も合流

25妻81内 の婦人部の廃品回収活動に参加。隣人から「菜園,毎 日みてるよ」と書われる。

f氏 からは 「鉗置町粟園」という名前を褒められるn

27芙 朝,散 歩へ.帰 宅時,く 氏が縁台に座っていたe

日中.通 リがかりの小学生が,メ ダカを観禦する罵が聞こえた.

28夫 朝,縁 台に座る(氏 から見送ってもらう。

妻 タ方,植 木への水やりや打ち水で外に出ると.C氏 がイスに座っていた。

麟笑後,ピ ーマンをもらう.通 リがかりの人にバブリカのことで話しかけられる。

12・02夫
的

05夫

鴉 棄
12夫

13夫

14嚢

17家

20夫

24妻

2S饗

27妻

28康

妻不在.憂 が不在になると,隣 近所の状況がほとんどわからなくなることに気づく.

町内の役員会出席.話 題は.翌 週の忘年会企画。

隣組長として,忘 隼会出欠確認と集金。平日は,迷 惑をかけない騎闇の訪聞は難 しい.

夜。忘隼会参加uカ ラオケで3曲 歌う。 うち1曲 は,e氏 とデュエッ ト.

植木を植え督え。回覧板が戻リ.f氏 と昨晩の忘年会の話をする。

(氏 から貝をもらう。

トライアルワーキングで一ヶ月間滞在する筆者3象 族から,炎婦で夕食の招きを受ける。

(氏 に貝のお礼,軒 先植木がきれいに紅葉 している話をする。

大掃隙で,通 リ棚の懇掃除。(氏 妹と挨拶。

大掃除で,通 リ側の外灯掃醜C氏,e氏 と立ち話。(氏 妹は,洗 翠e

陽組長として.各 戸に広紐誌を配る。翌月の帳視の話をする。

隣近所に年乗の挨拶をして帰省。

図5-16

08.01甕(氏 妹から切リ花をもらう。

02妻 隣人から 「ナス,大 きくなっていますね」と声をかけられる。

07夫 西紺櫨町の和菓子擢へ,メ ダカを数匹分けに行くi■

09妻 夕方,植 木への水やりや打ち水の時,c氏 から梨をもらう。

10饗 夕方,帰 宅時,⊂ 氏宅で西鮒麗町の知人{移 住者》親子がいたので合流。

植木への水やりや打ち水の時,c氏 妹が帰宅してきて立ち話。そこにe氏 芙も合流。

12妻 翌日から出掛けるので陳近所に声掛け.c氏 に野藥コンテナへの水やりをお願いする。

16饗 タ方,c氏 に帰宅綴告と御礼.「水,や っとったよ」とのこと.

1ア 夫 朝,植 木への水やリ。ナスもバブリカもが大きくなっていることに気づく。

妻 観音像,f氏 へ。隣組長d氏 より回覧板が届く。組長に留守を事前に書うべきだった。

20夫 夕方.植 木への水やりや打ち水時,同 僚と遣遇。その後,(氏,f氏 とタ飯献立の話。

休日の夕方,外 に出ると.隣 近漸の人とよく会っていることに気づく。

27妻 メダカの世話鱒,d氏 と立ち話,

30妻 翌日から1週 間出掛けるので隣近所に躍掛け.今 匿は,陵 組長にも伝える。

*1:太 字は,土 日祝日を表す.*2=家 は.芙 婦を表す。

2015年7月 か ら2016年8月 の筆 者1(家 族)に よる近所 づ きあいの様子



で の 暮 ら し を楽 しい と感 じ られ る よ うに な っ た 。 これ に

伴 い,地 域 へ の 愛 着 も明 らか に 強 くな っ た 。 これ は,筆

者1だ け で な く,夫 婦 に 共 通 す る こ とで あ る。 ま た,隣

近 所 の 人 と の 距 離 が 近 づ い た こ とで,生 活 が や りづ ら く

な っ た,と も感 じて い な い。 相 談 事 や お 願 い 事 も しや す

くな り,周 りの 人 が,そ の 時 々 の 距 離 感 も 含 め,私 た ち

の 暮 ら しの こ と も気 に し て くれ る よ うに な っ た の で,む

し ろ,生 活 しや す くな った よ うに感 じて い る。

と こ ろ で,近 所 づ き あ い が 活 発 化 し た の は なぜ か 。 受

け 身 の 姿 勢 を や め,自 分 を 開 き,隣 近 所 の 人 と関 わ る こ

とが で き る 時 間 を大 切 に す る よ うに な っ た こ とが,そ の

理 由 で は な い か と考 え る。

町 内行 事 で の 交 流 は も ち ろ ん,挨 拶 の後 や 回 覧板 を 渡

す 時 の少 しの 時 間 も,言 葉 を 交 わ せ る貴 重 な 時 間 だ と思

うよ うに な っ た 。 これ に つ い て は,A氏 か ら も似 た 意 見

が 得 られ,そ の 言 葉 に 筆 者1も 強 く共 感 した 。A氏 は,「挨

拶 の あ と に,ち ょ っ と立 ち止 ま る。 必 ず 一 品 が っ い て く

る か ら。 地 域 の 歩 幅 で 歩 く こ とが 大 事 。 で な い と,一 品

を も らえ る貴 重 な チ ャ ン ス を 失 っ て し ま う」 と,独 特 の

表 現 で語 っ た。 こ こ で 「一 品 」 とは,気 構 え を要 せ ず,

互 い の 関係 を深 め られ る小 さな 会 話 の こ とで あ ろ う。

さ らに,2015年 か らは,生 活 が 内 部 に 閉 じ籠 も らぬ よ

う軒 先 空 間 の使 い 方 を 工 夫 し,隣 近 所 の人 や 通 りが か り

の 人 との 関 わ りをつ く り出 そ う と して い る(写 真5-2～

5-4)。 町 家 は,ミ セ の 間 の 商 業 利 用 が な くな る と,も し

くは,専 用 住 宅 と して 使 う と,当 然 だ が,住 人 の 生 活 は

内 側 へ 入 り込 み が ち に な る。 結 果,煩 わ し さ も減 るが,

隣 近 所 の 人 の 生 活 は感 じ取 りに く くな る。筆 者1家 族 は,

高 齢 化 の 進 む 地 域 で こ う した 状 況 が発 生 す る こ とへ の危

機 感 を 強 く感 じ る よ うに な り,軒 先 空 間 の 活 用 を 始 め た 。

と は 言 え,筆 者1の 場 合,難 しい こ とは して お らず,

軒 先 で メ ダ カ を 飼 う,植 木 を 育 て る 等,楽 しく で き る こ

と しか して い な い 。 ま た,2016年 か らは,隣 家 の 前 ま

で 借 りて,野 菜 の コ ン テ ナ 栽 培 「紺 屋 町 菜 園 」 を 始 め て

い る。 野 菜 の 方 が,収 穫 の楽 しみ も隣 近 所 の 人 と共 有 で

き る と考 え た か ら で あ る。 結 果,図5-16に 示 す とお り,

これ らの 活 動 を 始 め た こ と で,自 分 た ち の 暮 ら しが 外 へ

と広 が り,隣 近 所 の 人 と の会 話 が 活 発 に起 こ る よ うに な

っ た 。 筆 者1家 族 に 共 通 す る 実 感 で 言 う と,隣 近 所 の人

との 会 話 の 機 会 が 圧 倒 的 に増 え,隣 近 所 の 人 の 生 活 も よ

り身 近 に感 じ られ る よ うに な っ た 。 な お,こ う した こ と

を 始 め た の は,こ の前 年,近 所 に暮 らす 身 近 な地 元 住 民

の 健 康 面 の トラ ブ ル に 直 面 し,近 所 付 き合 い の 大 切 さ と,

こ こ に お け る私 た ち家 族 の役 割 に気 づ い た か らで あ る。

6.お わ りに

本研究では,移 住者 としての 自らの生活体験をふまえ,

福岡県八女福島地区での事例研究を行い,移 住者 と地元

住民による交流の可能性について検討 した。結果,両 者

による交流は,容 易に進まないだろ うが,徐 々に深めて

い くことはできる,と 結論づける。 また,移 住者 と地元

住民による交流が進めば,バ ックグラウン ドが異なる両

者の間に良好な関係性 が育まれ,そ れぞれの生活がより

豊かにな りうることも,可能性 としてここに示 しておく。

移住者 と地元住 民の関わ りを育むには何が必要なの

か。 ここで必要なことは,両 者の歩み寄 りと時間であろ

う。また,互 いの距離を縮めていくには,移 住者 と地元

住民の関わりが深まることによる魅力が,そ れぞれの立

場か ら感 じられる機会が増える注10)ことも必要である。

一方 ,両 者の交流 を阻害する要因については,筆 者1

による実生活での経験より,地 元住民 との交流を進める

ことに対 して,当 該地域へ入る側の移住者が受け身の姿

勢になってしま うことが挙げ られ る。また,自 らの価値

観や立場を優先 し,地 元住民の生活スタイルや価値観へ

の配慮を後回 しにしていることも,そ の要因 として挙げ

られるだろ う。筆者1は,自 宅でのイベ ン ト実施等によ

り地域 に開いた暮 らしをしているつもりでいたが,町 内

行事には参加 していなかった。結果,地 元住民 との距離

もさほど縮められなかったか らである。前述では,両 者

の歩み寄 りが必要 とい う立場を示 したが,こ う考えると,

その突破 口を切 り拓 く上では,移 住者にその役割 を期待

したい。この際,以 下の①～③が重要になると考える。

①様 々な違いを前向きに受け入れ る姿勢を持つこと。

これは,受 け入れ側である地元住民にも言えることであ

るが,年 齢的な事情 もふまえると,地 元住民に対 して積

極的にそれを求めることは難 しいだろう。

②建物に暮 らす意識 で完結せず,地 域の中に暮 らす意

識を持 ち,地 域に対する理解 と地域 に自ら関わる姿勢を

示す こと。 これは,八 女福島地区で生活する移住者の多

くが心がけていた ことであ り,他 地域での調査でもその

必要性が指摘 されていたことである。

③や り方は様々あるだろ うが,地 元住民との接点を大

切にす ること。中でも,町 内行事には,積 極的に行った

ほ うが良い。八女福島地区で実施 した全ての調査結果に

共通 して,そ の必要性,あ るいは有効性が見えたか らで

ある。ここで,地 元住民 との接点を大切 と考える理 由は,

地元住民は移住者 との接点を探 している,と い うことが

わかったからである。また,地 元住民には,移 住者の人

柄等を知っておきたい とい う気持ちもあるようである。

これ らの他,移 住者へのヒア リング調査か ら,町 内で

の生活 について,身 近に相談できる人ができると,移 住

者にとっては心強 く感 じられるよ うになることもわかっ

た。紀美野町のように,移 住者 と地元住民で構成 され る

移住者の受け入れを支援す る団体が立ち上げられ,柔 軟

に対応 していくのも良いだろ う。

一方 ,地 域の側では,町 並みを住文化が残る居住空間



としても定義 し,空 き家活用を進めることが望まれる。

そ して,移 住者受け入れに際する心構えや,移 住者が地

域に入 ることのメリッ ト等の情報を,地 元住民が個人 レ

ベルで共有できる仕組みを整えたほ うが良い。八女福島

地区では,保 存会の仕組み を活用し,行 政区やまちづ く

り団体の代表者 にこうした情報が伝えられていた。 しか

し,そ の情報が当該地域に暮 らす個々人に届いているか

と言えば,ヒ ア リング調査結果や筆者 らの実体験か らそ

の可能性は低い。移住者 と関わりを持つのは,日 常をと

もにす る個人 レベルの地元住民である。ゆえに,こ うし

た仕組みの必要性について検討が始められて良いだろ う。

この時,参 考にしたいのが,紀 美野町で定期的に実施 さ

れている地域説明会である。地域の行事にあわせて行わ

れていることと,行 政でなく第三者的立場か ら説明が行

われていることは,そ の実効性を高める上で重要なポイ

ン トである。

移住者 と地元住民の問で良好な関係が築かれ ること

は,片 方でな く双方の暮 らしを豊かにする上で,そ して,

後の移住者の受け入れのためにも大切である。特に,歴

史的市街地 とい う特性をふまえると,地 域文化継承や地

域社会の持続 とい う点で,そ の重要性は増すであろう。
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